
 

 

 

 
 
 
  

ボランティアセンター情報誌 

 みんなでまちづくり 

2020 年 12 月発行 

 ５９号 

★開催日：毎月第３金曜日 

       １３：３０～１５：３０ 

         （入退室自由） 

★場 所：成田市保健福祉館内 

   会場は当日福祉館内の案内表示で 

ご確認ください。 

新型コロナウイルスによる外出自粛で、人 
と会って話す機会が減ってしまいましたが、 
短い間でも私たちと一緒におしゃべりしま 
せんか。どなたでも気軽にお越しください。 

感染症対策を十分に行い開催いたします。 
ご参加の際は、マスクの着用、検温、手指の消毒
など、その他コロナウイルス感染防止 
対策にご協力をお願いいたします。 

私たちのグループは月１回、高齢者の施設で傾聴の
活動を行っていました。しかし、感染症の影響で施
設内での活動が難しくなってしまいました。 
このような状況の中でも必要としている人のために
出来ることをしたいと考え、このような形でボラン
ティア活動を続けて 
いくことにしました。 
どうぞご参加ください。 

予約は不要です 
おしゃべりを 

楽しみませんか 

会場：成田市保健福祉館 会議室 1・2 
時間：10：00～11：30 
講師：成田市聴覚障害者協会 
費用：無料（テキスト代 1,980 円は自己負担） 
申込：12 月１日(火)～12 月 18 日(金)           ＊定員に達し次第終了 
定員：16 名（先着順で成田市民優先） 
日程：全 7 回（左記参照） 

はじめて手話を学ぶ方で、全日程参加できる方を対象に申し込みの受付 
をいたします。当日は、入室前の体温測定と消毒、マスクの着用、開始前 
の「健康チェックシート」の記入にご協力をお願いしています。 

① 令和 3 年 1 月 7 日（木） 
② 令和 3 年 1 月 14 日（木） 
③ 令和 3 年 1 月 21 日（木） 
④ 令和 3 年 1 月 28 日（木） 
⑤ 令和 3 年 2 月 4 日（木） 
⑥ 令和 3 年 2 月 18 日（木） 
⑦ 令和 3 年 3 月 4 日（木） 

【【【【編集編集編集編集・・・・発行発行発行発行】】】】        

成田市社会福祉協議会 

ボランティアセンター 

〒286-0017 成田市赤坂 1-3-1 

TEL 0476-27-8010 

FAX 0476-27-1265 

HP http://www.naritashakyo.or.jp/ 

Email volunteer@naritashakyo.or.jp 



一回目の講義では（生きづらさを抱えながら街で暮らすということ
について）実例を交えて話して頂きました。二回目の講義では（心
の病と精神障がいについて）精神科医師より精神疾患の歴史的な移
り変わり、深刻な現状を知ることができました。三回目の講義では
病や障がいを経験しているご本人より、ご自身の体験を話して頂き
ました。最後にあじさい工房の紹介がありました。 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

★ボランティアセンターでは、介護の学習に役立つ高齢者擬似体験セット・アイマスク・白杖の貸出しを行っています。（事前予約制） ★ボランティアを始める前には、ボランティア活動保険にご加入ください。ボランティア活動保険は、年額350円のところ、社会福祉協議会が200円を助成していますので、個人負担150円で加入できます。（被災地での活動には、天災地震補償プランへの加入をお勧めします。）手続きは窓口で行っています。 
＊詳細はボランティアセンターへお問い合わせください。 TEL 0476-27-8010  

講師に新町デイサービスセンター玲光苑職員の佐藤豪氏をお迎えし、 
前半はボランティア活動全般の種類や原則、心構え等をご説明頂きました。後半は高齢者施設での活動につ
いては、多岐にわたる事や、実際にどんなトラブルがあり何に気をつけたら良いのか、利用者に対する 
具体的な事例にもとづき、わかりやすくお話しいただきました。 
 
 

9/18（金） 
受講者 12 名 
    

受講者の感想 
 
★私達が当たり前に過ごしている
日常生活を多くの患者さんに経験
してもらいたい、偏見や差別をせ
ず私達も温かく迎えるべきだと思
いました。具体的な接し方も大変
勉強になりました。 
 
★当事者の方の経験や生の声が聞
けて良かったです。また、ボラン
ティアとして今後の活動に活かせ
るのではないかと思いました。 
 

また、コロナ禍における高齢者
施設でのボランティアについ
て、現時点では受け入れる側の
施設に対応の判断がされてお
り、今後の状況で利用者と直接
かかわることが少ないものから
段階的に再開される可能性があ
るという事でした。講座終了後
に、個人ボランティアとして数
名登録をされました。 
 


